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　養護教諭は多くの学校で一人職であり，実習指導に関して同じ立場で相談できる同僚がいないため，実習生の指導
を行うにあたり，不安や困難を感じている。本研究は，実習指導を初めて行う養護教諭の不安や悩み，困難を明らか
にすることを目的とし，初めて実習指導を経験した現職養護教諭６名を対象に半構造化面接を行った。その結果，初
めて指導を行う養護教諭としての不安と困難は，〔実習内容や指導方法〕，〔実習校としての指導体制〕，〔養護教諭自
身の指導力〕，〔実習生に対する指導〕の４つのコアカテゴリに分類できた。養護教諭は養護実習に関する情報不足や
自身の経験不足による不安や困難を抱えており，学生にとっても養護教諭にとっても，学びある充実した養護実習と
するためには，指導養護教諭に対して，実習内容や方法について明記した手引きの作成や研修会の実施，実習中の実
習指導へのフォローなど実習指導のためのサポートの必要性が示された。
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Ⅰ．諸言
養護実習では，実習校や教育委員会の特別な取り決
め等がなければ，経験年数に関係なく，専任でなくても，
受け入れた学校の養護教諭が指導者となる。しかし，養
護教諭は多くの学校で１人職であり，実習指導に関して
同じ立場で相談したり話し合ったりする同僚がいない。
また養護実習を指導する機会も少ないため，指導を行う
にあたり，不安や困難を感じている1-3)。つまり，養護教
諭が一人で実習生を指導することは，負担が大きいこと
は明らかである。なかでも，初めて実習生を受け入れる
養護教諭の不安や指導上の悩みは大きいことが推測され
る。しかし実習指導者については，条件や指導者の研修
制度やカリキュラムもなく，勤務した学校に養護実習の
希望があれば指導者とならざるを得ない。そのため，充
実した実習指導を行うためには，指導養護教諭への支援
が必要となる。
養護教諭養成教育における養護実習は，大学での学
びを活かして学校現場での実践につなげることで，さら
に養護教諭としての学びを深める貴重な機会である。養
護教諭になるための学びの集大成として位置づけられ，
養護実習を通して学生が描く養護教諭像が決まるといっ
ても過言ではない。つまり，養護教諭養成教育において
養護実習は重要な意味をもつ。しかし，養護実習に関し
て定められているのは，教育職員免許法施行規則におい
て１種免許状には５単位が義務付けられているのみであ
る。実習の校種や時期，内容，方法について具体的な規
程はなく，実習指導者に関する記載もない。
実習指導の指導者の教育や支援体制については，看
護師養成の実習指導が参考になる。看護基礎教育におけ
る実習の場合，文部科学省4)および看護師等養成所の運
営に関するガイドライン5）において「実習指導者となる
ことができる者は，相当する領域について相当の学識経
験を有し，かつ原則として必要な研修を受けたものであ
ること」が示されている。つまり，看護教育における実
習指導は体系化され，指導者としての研修も病院や職能
団体等で行われているため，指導者に対する準備教育や
支援は整っている。養護教諭の実習においても，今後，
指導教諭の教育や支援体制を整えることを検討すべきで
ある。
ところが養護実習に関する報告は，学生の学びに関
することが多く，実習指導者に焦点をあてたものは少な
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い6),7)。学生の実習中の学びにおいては，指導者の存在
が学生の養護教諭の職務理解及び，実習の満足度を高め
ることが示されており8)，指導養護教諭の職務内容のと
らえ方や価値観が学生に与える影響は大きいといえる。
わずかにある指導養護教諭に焦点をあてた報告9),10)では，
実習指導上の悩みや困難についてインタビューやアンケー
ト調査を実施し，「自身の指導のこと」，「実習の指導体制」，
「学生のこと」に関する悩みや困難が示されている。し
かしこの報告では，養護教諭の実習指導の経験回数は初
回から4回以上までであり，指導経験回数による検討は
行われていない。実際には養護教諭の指導経験回数によ
り，指導内容は異なることが推測され，実習指導の経験
が初めてでも豊富にあったとしても，学生には充実した
学びある実習内容が提供されるべきである。そこで，初
めて実習指導を行う養護教諭の支援の方策を考えるため
にも，初めての実習指導に焦点をあてた指導上の不安や
困難を調べる必要がある。
養護実習は養護教諭養成教育において重要な位置づ
けであるものの，規程や基準がなく学校ごとの裁量で行
われていることから，充実した実習とするためには実習
指導者に関する課題がある。とりわけ実習を初めて指導
する養護教諭の不安や困難を示すことができれば，養成
機関と実習校ならびに指導養護教諭との具体的な連携を
するための示唆が得られ，学生にとっても養護教諭にとっ
ても充実した学びある実習につながる。
そこで，本研究では，初めて実習指導を経験する養
護教諭の不安や悩み，困難を明らかにすることを目的と
した。
Ⅱ．研究方法
1．研究対象者
　研究対象者は，平成30年度の養護実習において，初め
て実習指導を経験した現職養護教諭６名である（表１）。
養護教諭としての経験年数３～28年（平均9.2年）であり，
全員女性であった。現在の勤務校は小学校５名，中学校
１名であった。
2．研究方法
　研究参加者である養護教諭にインタビューガイドを用
いた半構造化面接を行った。面接の内容は，実習指導を
終えての感想として，主に実習指導について不安だった
こと，悩んだこと，困ったことならびに指導経験を経て
学んだことについて調査した。得られたデータより作成
した逐語録から，本稿では，初めて実習指導を行う養護
教諭の不安や悩み，困難に焦点をあてて分析した結果を
示す。分析にあたっては，養護教諭の不安や悩み，困難
を示す意味ある文節を抽出し，コード化したのちサブカ
テゴリ，カテゴリ，コアカテゴリと抽象化して分類した。
調査期間は，平成30年７月～８月であった。
3．倫理的配慮
本研究の実施にあたり，研究代表者の前所属である
十文字学園女子大学研究倫理審査委員会の承認を得て
行った【承認番号2014-01】。研究参加者に対しては，研
究目的や逐語録の作成，データの匿名化等情報の取り扱
いについて十分に説明し了承を得た。
表1　研究対象者の概要
経験年数 勤務校の校種
A （女性） 4年目 中学校
B （女性） 28年目 小学校
C （女性） 10年目 小学校
D （女性） 3年目 小学校
E （女性） 3年目 小学校
F （女性） 7年目 小学校
Ⅲ．結果
　いずれの養護教諭も初めての実習指導という経験を通
してさまざまな思いを抱きながら指導をしていた。指導
養護教諭としての不安や悩み，困難は，〔実習内容や指
導方法〕，〔実習校としての指導体制〕，〔養護教諭自身の
指導力〕，〔実習生に対する指導〕の４つのコアカテゴリ
に分類できた(表２)。以下，詳細にその内容を示す。
カテゴリは【】，サブカテゴリは＜＞で，具体的な内容
を表す語りを「」内に斜字で示した。
1．実習内容や指導方法
　実習内容や指導方法に関する不安や悩み，困難として，
【実習指導に関する情報不足】，【実習内容の理解不足に
よる実習計画立案の難しさ】，【実習として経験すべきこ
との判断の難しさ】，【実習評価の観点や基準に対する理
解不足】という４つのカテゴリが抽出された。
1実習指導に関する情報不足
　＜実習指導に関する情報がない＞，＜本当にこのまま
実習を進めて良いのか不安になる＞のサブカテゴリから
カテゴリ化した。
　指導養護教諭は，「一般の教諭は実習の手引きの冊子
があるけど養護教諭にはないから情報が得られない」と
実習指導に関する情報がないことや，それゆえに実習中
も指導しながら「これで本当にいいのかな，このまま後
半に入っていいのかな」といった不安があったことを語っ
ていた。
2実習内容の理解不足と実習計画立案の難しさ
＜実習として何を求められているかわからない＞，
＜実習計画が立てられない＞，＜実習で何を教えればよ
いかがわからない＞というサブカテゴリからカテゴリ化
した。
　「実習として何を求められているかわからなくて不安
だった」「実習のゴールが見えづらくて，計画の立て方
がわからない」といった実習目標がわからない不安や，「教
える項目をチェックして確認できるものがあると良い」
といった実習として何をするべきか，３週間ないし４週
間の実習計画として実習内容を組み立てられない悩みを
語っていた。
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3実習として経験させるべきことが判断の迷い
＜守秘義務にかかわることをどこまで学生に経験さ
せてよいかわからない＞，＜救急処置をどこまでさせる
か迷う＞，＜学びのために何を経験させたら良いか悩む
＞というサブカテゴリからカテゴリ化した。
　「（個人情報を扱う）養護教諭の仕事を学生にさせてい
いのか，そうすると見ているだけの実習になってしまう」
という迷いや「怪我だとトラブルにもなるからどこまで
させるか迷った」という語りの一方で，「学生の学びの
ために見せたいこともある」という学生に学ばせたいと
いう気持ちもあり，「(実習として)何を経験させたらよ
いかわからない」と児童生徒の個人情報を扱う養護教諭
の職務ゆえに，どこまで養護実習として経験させるべき
かの判断に悩んでいることが明らかとなった。
4実習評価の観点や基準に対する理解不足
＜実習生への評価はできない＞，＜評価をすること
に不安がある＞，＜評価の観点や基準がわからない＞と
いうサブカテゴリからカテゴリ化した。
「養護教諭としての経験の浅い自分が学生を評価して
もよいのかと不安だった」，「自分に評価を任されること
に不安があった」という養護教諭としての経験も少ない
ことで，実習指導者として評価をおこなうことへの不安
や，「自分の中での評価の内容とどのように評価したら
よいかの程度の基準がないため，どう評価したらいいか
わからない」といった評価を行うことの難しさを語って
いた。
2．実習校としての指導体制
　実習校としての指導体制に関する不安や困難について，
【養護実習を学校全体で進めることの大変さ】，【他の教
員との連携・協力の難しさ】という２つのカテゴリが抽
出された。
1養護実習を学校全体で進めることの大変さ
＜養護教諭に任せきりになり，学校の協力が得られ
ない＞，＜実習計画を学校全体の共通認識として周知す
ることに悩む＞，＜実習生に経験させたいことができな
い＞というサブカテゴリが含まれる。
「養護実習に慣れていない学校だと実習計画は担当者
にお任せという感じで協力が得られなかった」，「実習計
画案の提出，周知，依頼などの采配や調整していく中で，
教職員と養護実習に対する共通認識をつくっていくこと
が大変だった」というように，養護実習は他の教科の実
習と比べて毎年あるわけではないため，学校としても慣
れていないことから，実習計画を立てることが難しいこ
とが語られていた。また，「学級での保健指導をやらせ
たいと思って先生たちに働きかけたけどできなかった」
というように，養護実習へ理解が得られないことでさせ
たいことも経験できない悩みを語っていた。
2他の教員との連携・協力の難しさ
このカテゴリは＜保健学習の指導を担任とどう連携
するかを迷う＞というサブカテゴリが含まれる。
「保健学習の指導をクラスの担任に任せるか，自分が
指導するべきか迷った」，「保健学習の指導をする上で担
任と自分のどちらが主導するか，どのように連携するか
迷った」というように，実習生への指導について他の教
員とどのように協力し合えばよいかを迷っていた。
3．養護教諭自身の指導力
養護教諭自身の指導力に関する不安や悩みは，【自分
の実習経験だけで指導することへの不安】，【実習指導の
経験がないこと】の２つのカテゴリが抽出された。
1自分の実習経験だけで指導することへの不安
このカテゴリは＜自分のやり方で指導することで偏っ
た実習になってしまうのではないか不安になる＞，＜自
分自身の実習経験しかわからない＞というサブカテゴリ
が含まれる。
具体的には，「自分のやり方で，自分のイメージでやっ
てしまっていいのだろうか」という思いや「養護教諭に
よって学ばせたい実習の内容がさまざまなので，内容が
偏った実習にもなりかねないと思う」といった指導方法
がわからない中で指導者が自分一人であること，自分の
指導者としてのあり方への不安が聞かれた。また，「自
分の教育実習の時にやりたかったことや自分がこうして
ほしかったことを思い出して実習指導をしたけどこれで
よかったのか」という自分の経験に基づいたことしかな
いという迷いも聞かれた。
2実践も指導も経験不足
＜教育実習の経験がない自分が指導してよいのかと
思う＞，＜経験が浅い自分が指導してよいのか不安であ
る＞というサブカテゴリからカテゴリ化した。
具体的には，「自分自身が教育実習を経験してこなかっ
たから指導しても良いのか」，「養護教諭としての経験の
浅い自分が教えてよいのか」という自身の養護教諭とし
て，実習指導者としての経験不足に関する不安を語って
いた。
4．実習生に対する指導
実習生に対する指導に関する悩みや困難さは，【実習
生の学びにつなげるための指導方法の模索】，【実習生の
特性を考慮した対応の難しさ】の２つのカテゴリが抽出
された。
1実習生の学びにつなげるための指導方法の模索
このカテゴリは，＜救急処置についてどう教えるか
悩む＞，＜実習生の学びのためにどう指導したらよいか
悩む＞というサブカテゴリから成る。
具体的に，「救急処置の指導を行うときに，自分が行
う処置を見せてから実施させるか，どう処置するかのや
り方を聞くか迷った」，「子供への対応において，実習生
の思いを重視したほうが良いのか，そばにいて指導をし
たほうが良いのか迷った」と語っており，実習生にどう
すれば学びにつながるか迷いながら指導していることが
わかった。
2実習生の特性を考慮した対応の難しさ
このカテゴリには，＜実習生の特性に合わせてどう
指導したらよいか悩む＞というサブカテゴリが含まれる。
具体的には，「実習生が養護教諭になることを迷って
実習指導を初めて行う養護教諭の不安と困難
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いる様子が伝わったので，どこまで指導してよいか気を
遣ってしまった」，「消極的な姿勢の学生で，関係が作り
にくかったので，どうしたら良いか迷いながら指導した」
という語りであり，学生の特性をとらえ，その特性を考
慮しながら指導する難しさが語られた。
Ⅳ．考察
1．初めての実習指導を行う養護教諭の不安や困難
　初めて実習指導を行った養護教諭6名を対象に，実習
指導後にインタビュー調査を行った結果，指導養護教諭
としてさまざまな不安や困難が明らかとなった。その不
安や困難の内容は，〔実習内容や指導方法〕，〔実習校と
しての指導体制〕，〔養護教諭自身の指導力〕，〔実習生に
対する指導〕に関することであった。
　本研究で示された，〔実習内容や指導方法〕，〔養護教
諭自身の指導力〕は初めての実習指導を行う養護教諭な
らではの不安や困難として特徴づけられる。これまで自
分の実習経験しかない養護教諭にとっては，実習におい
て何を目標として学ばせるか，どのように実習計画を立
てるかといった実習内容に関する情報不足やどのように
指導するか，実習そのものをどのような観点でどう評価
するか，自分が評価をしてよいのかわからないといった
実習指導に関する不安や迷いがあることが示された。前
述したように，養護実習に関して学ぶべき実習目標や実
習内容等を明記した規定はなく，養成機関や実習校の裁
量で行われていることが大きい。平成29年に「教職課程
コアカリキュラム」11)が作成されたが，養護実習に関し
ては作成されていない。養護実習に関する書籍12),13)は少
なく，いずれも学生向けであり，分量は多いものの要点
がわかりにくく，指導養護教諭にとって活用しにくい面
がある。養護実習について系統的かつ簡潔に整理された，
養護教諭が指導の目安になるような活用しやすい実習指
導の手引きのようなものがあるとよいだろう。
〔養護教諭自身の指導力〕という不安は，高田らの調
査10)でも実習上の不安のなかで一番多く，６割を占める
回答であったことから，何らかの対策が必要である。初
めて指導者として実習を進めるなかで，自分の経験のみ
をベースに実習を考えてしまうこと，自身の養護教諭と
しての経験の少なさ，実習指導そのものの経験がないこ
とを不安の理由として語っていた。養護実習が学生に
とっても実習校にとっても有益なものであるためには，
篠崎14）が指摘するように指導者である養護教諭自身の
資質能力の向上が課題である。誰もが指導者となること
から，養成機関と教育委員会が連携して研修を行ったり，
免許更新講習等を活用して指導を行ったり養護教諭の資
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本当にこのまま実習を進めて良いのか不安になる
実習として何を求められているかわからない
実習計画が立てられない
実習で何を教えればよいかがわからない
守秘義務にかかわることをどこまで学生に経験させてよいかわからない
救急処置をどこまでさせるか迷う
学びのために何を経験させたら良いか悩む
実習生への評価はできない
評価をすることに不安がある
評価の観点や基準がわからない
養護教諭に任せきりになり、学校の協力が得られない
実習計画を学校全体の共通認識として周知することに悩む
実習生に経験させたいことができない
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さ
実習生の特性に合わせてどう指導したらよいか悩む
実習評価の観点や基準に対する理解
不足
実習内容や指
導方法
実習指導に関する情報不足
実習内容の理解不足と実習計画立案
の難しさ
実習として経験すべきことの判断の
難しさ
養護教諭自身の
指導力
実践も指導も経験不足
実習生に対する
指導
実習生の学びにつなげるための指導
方法の模索
実習校としての指
導体制
養護実習を学校全体で進めることの
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質能力を向上する必要がある。
　また，養護実習は，養護教諭という他の教員とは異な
る職務の特性上，学級経営や教科指導がメインとなる他
の教員免許取得のための教育実習と異なることから，ど
のような実習をするべきか養護教諭以外の教員も理解し
ていないと推測される。多くの学校で養護教諭は一名配
置であり，ほとんどの教員は養護教諭の職務や養護実習
への理解はさらに乏しいといえる。本研究により，養護
実習の実習計画を学校全体へ周知して教職員の共通理解
を得ることの難しさが語られ，実習校の実習体制という
課題が示された。先行研究9),10)においても，実習に受け
入れ体制未確立という点が指摘されており，実習指導の
経験が複数回ある養護教諭は他の教員の協力を引き出す
ために，さまざまな働きかけをしていたり，管理職に記
録を回覧したりして理解を得るための取り組みを行って
いることが報告されている。初めて実習指導を行う養護
教諭が，予め学校全体へ養護実習について共通理解を得
るための工夫を知っていれば，実習校の指導体制の確立
に向けて準備ができる。
看護師の実習指導者を対象とした研究15)においても，
多様化する大学生16)の実習の難しさが指摘されている。
大学生活になじめなかったり，不安や悩みを言語化でき
なかったり，社会に出るために対人能力を支援する必要
がある学生が増えており，そのために特別な配慮を要す
る学生も少なくない。本研究の対象者が学生の特性を考
慮し，その学生の学びにつながる指導に苦慮しているこ
とも語っており，養成機関の課題である。養成機関が実
習生一人ひとりの特性を把握し，配慮が必要な学生につ
いては実習校，指導養護教諭と事前に打ち合わせをし，
さらに実習中の支援方法及び支援体制についての検討が
必要である。
2．養護実習の指導養護教諭に対するサポートのあり方
本研究で示された初めて指導を行なう養護教諭の指
導上の悩みや困難に対し，養成機関はサポートを行う必
要がある。具体的には，養成機関と実習校の密な連携が
重要である。特に初めて実習指導を担当する養護教諭は，
実習内容や指導体制のあり方がわからないため，養成機
関の教員が，実習前から関わって実習に関する説明を丁
寧に行い，訪問指導の回数を多くするなどの指導体制を
構築する必要がある。養成機関と実習校が密に連携する
ことは，実習そのものの充実を図ることにつながり，学
生にとっても指導養護教諭にとっても良い実習になるた
めには必要不可欠である。
養護教諭養成機関を対象にした調査17) では，養成機
関と指導養護教諭が重要視する項目や度合いには違いが
あることが明らかになっており，実習校と養成機関が，
実習の目的・目標，内容，評価を共通認識できる指導の
工夫が求められていることを指摘している。また，養護
実習は，学校現場で養護教諭の職務全般，児童生徒理解
や学校教育のあり方の実際に学ぶことになるため，実習
した学校の事情にかなり大きく影響を受ける。養護教諭
として学ぶべきことがあっても，学生には経験させられ
ないこと，知らせたくない児童生徒の個人情報などもあ
り，実習としてかなりばらつきが生じる可能性もある。
このような養護実習に関する課題に対応するには，大学
等要請機関の特徴を生かしながらも養護実習の標準化や
基準の明確化が必要であろう。
　以上のことをふまえ，実習指導者に焦点をあてて支援
を考えると，養護実習の実習内容や実習の進め方などを
具体的に明記した実習指導の手引き等を作成し，指導者
の理解を促し実習内容の質の担保をする必要がある。手
引き等があれば，管理職や他の教科教諭，担任教諭も養
護実習を理解するツールとなり，共通理解を得やすく，
実習校の指導体制も充実するであろう
今後，養護実習を，実習生，養護教諭，実習校，養
成機関それぞれにとって充実した内容とするために，課
題解決に向けた努力が必要である。
　なお，本研究の対象者は，初めて実習指導を行なうと
いう点は共通であったが，経験年数に幅があり，勤務校
の校種も中学校が１名のみと偏ってしまったことで，指
導した実習内容に差があったことは限界である。今後は，
校種別に指導上の課題を明らかにするとともに，不安や
困難に対応すべく，実習指導者のために手引きの作成や
指導者向けの研修会実施など実習指導のあり方を検討す
る必要がある。
Ⅵ．結論
初めて実習指導を行う養護教諭は，養護実習に関す
る情報不足や自身の経験不足により，指導者としての不
安や困難を抱えていた。学生にとっても養護教諭にとっ
ても，学びある充実した養護実習とするためには，実習
指導者となる養護教諭に対して，実習内容や方法につい
て明記した手引きの作成や研修会の実施，実習中の実習
指導へのフォローなど実習指導のためのサポートの必要
性が示された。
付記
本研究は平成29年度～令和元年度科学研究費基盤研究
（C）「養護教諭の専門性を目指した養護実習スタンダー
ドモデルの開発」（研究代表者：齋藤千景）の一貫とし
て共同で遂行，執筆された研究成果の一部である。
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